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背景および目的 

熟練した野球選手は、様々な投球速度の状況下に
おいてもタイミング良く打球することができる。 

しかし、野球選手の標的速度変化に対するタイミ
ング制御能力については不明な点が多い。 

スイング開始の起点として前脚の接地は重要な要
因であることに着目し、大腿四頭筋の一つである
外側広筋の筋活動制御がタイミング制御に関連し
ていると予想した。 

一定の割合で標的速度が減速する状況下での
前脚外側広筋の筋活動から、野球選手のタイ
ミング制御能力を明らかとする。 

方 法 

実験参加者：大学野球部所属選手１１名 

課題条件 
 課題は定速条件（8m/s）と標的の速度が途中で
減速する減速条件（250ms後に4m/s）の2条件とし
ランダムに呈示した。課題は24スイング行った。 

初速 終速 刺激提示時間 

定速条件 ８m/s ８m/s ５００ms 

減速条件 ８m/s ４m/s ７５０ms 

結果及び考察 

定速条件では信号のスタートからインパクトまでに、１回
のピークを示す単峰性の筋活動が認められた（下図左）。 

減速条件ではピークが1回の単峰性の筋活動と（下図中央）、
小さな活動（第1ピーク）とそれに続く大きな活動（第2
ピーク）という二峰性の筋活動が認められた（下図右） 。 

減速条件における二峰性の筋活動パターン出現時は単峰性
と比較して有意にタイミング誤差が小さかった。 

条件間に放電開始時間の違いは認められなかった（標的ス
タート後約300ms）。 

分析項目 
・タイミング誤差（絶対誤差）・筋放電パターン 
・筋放電開始時間 

スタート信号 

速度減速 
信号 

インパクト 

筋電図 

積分筋電図 

定速課題 減速課題 
（単峰性） 

減速課題 
（二峰性） 

-1 -0.5 -0 0.5 1 -1 -0.5 -0 0.5 1 1.5 -0.5 -0 0.5 1 1.5 

二峰性 単峰性 

0

100

200

300

400

定速 減速 減速 
単峰性 

減速 
二峰性 

各条件でのVLの筋電図の典型例 

筋放電開始時間 

 標的速度の減速が予想される状況下では、定速用の運動プ
ログラムによって開始された筋放電パターンを再プログラミン
グすることで減速に対応していると示唆された。 

ms 

実験課題 
・タイミング一致課題 
 打撃シミュレーターを用いて、ターゲットのイ
ンパクト位置への到達に合わせてバットスイング
を行う。その際の、前脚外側広筋（VL）から筋電
図を導出した。 
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・タイミング誤差はインパクト位置に設置した光
電管装置の信号から測定した（下図）。 
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